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第 6 章 調査結果の概要並びに予測及び評価の結果 

6.1  予測の前提 

6.1.1  施工手順 

工事全体の施工フロー図は図 6.1.1 に、年次別の施工計画図は図 6.1.2 に、全体工程

表は表 6.1.1 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.1 工事全体の施工フロー図 

那覇港管理組合工事 浦添市土地開発公社工事
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図 6.1.2（1） 年次別の施工計画図 

：管理組合施工中（道路護岸(1 次施工)、 

公共用地護岸（1 次施工）、緑地護岸（1 次施工）、 

防波堤 230m（1 次施工）） 
 
：管理組合施工中（泊地・航路浚渫） 

：管理組合施工中（道路護岸(1 次施工)）、 
公共用地護岸（1 次施工）、 
防波堤 230m（1 次施工） 

：管理組合施工中（泊地・航路浚渫、緑地護岸(1,2 次施工)、 
防波堤 35m(1,2 次施工)） 

：公社施工中（車両出入口確保及び敷鉄板養生、 

タイヤ洗浄施設の設置） 

：管理組合施工中（道路護岸(1 次施工)）、 
公共用地護岸（1 次施工）） 

：管理組合施工中（緑地護岸(2 次施工)、 
防波堤 230m(1,2 次施工)、マリーナ護岸） 

：管理組合施工済（泊地・航路浚渫、防波堤 35m） 

：公社施工中（被覆石撤去、排水設備、中仕切堤造成） 
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図 6.1.2（2） 年次別の施工計画図 

 

 

：管理組合施工中（道路護岸(1 次施工)） 
：管理組合施工中（緑地護岸(2 次施工)、 

防波堤 230m(2 次施工)、マリーナ護岸、 

公共用地護岸（2 次施工）、緑地護岸(埋立)） 

：管理組合施工済（泊地・航路浚渫、防波堤 35m） 

：公社施工中（中仕切堤造成） 

：公社施工済（排水設備） 

：管理組合施工中（マリーナ護岸、 

公共用地護岸（2 次施工）、道路護岸（2 次施工）、 

公共用地護岸（埋立）、マリーナ護岸(埋立)） 

：管理組合施工済（泊地・航路浚渫、防波堤 35m、 

防波堤 230m、緑地護岸、緑地護岸(埋立)） 

：公社施工中（中仕切堤造成・撤去、交流厚生用地(埋立)、 

交通機能用地(埋立)） 

：公社施工済（排水設備） 

：管理組合施工中（道路護岸（2 次施工）、道路護岸(埋立)） 

：公社施工中（中仕切堤撤去、復旧工） 

：管理組合施工済（泊地・航路浚渫、防波堤 35m、 

防波堤 230m、緑地護岸、緑地護岸(埋立)、マリーナ護岸、 

公共用地護岸、マリーナ護岸(埋立)、公共用地護岸（埋立）） 

：公社施工済（排水設備、交流厚生用地(埋立)、 

交通機能用地(埋立)） 
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表 6.1.1 全体工程表 

■那覇港管理組合

浚渫工 3,082 m3

595

泊地・航路 浚渫 2,806 m
3

595

596 670

マリーナ護岸 床掘 276 m
3

75

護岸工

143 483

緑地護岸 1次施工 850 m 341

593 1192

緑地護岸 2次施工 850 m 600

671 1652

マリーナ護岸 550 m 982

300

道路護岸 1次施工 496 m 300

1607 2108

道路護岸 2次施工 496 m 502

301 934

防波堤230m 1次施工 230 m 634

935 1606

防波堤230m 2次施工 230 m 672

484 538

防波堤35m 1次施工 35 m 55

539 592

防波堤35m 2次施工 35 m 54

142

公共用地護岸 1次施工 120 m 142

1370 1598

公共用地護岸 2次施工 120 m 229

埋立工 272,211 m
3

1193 1369

緑地護岸 115,975 m
3

177

1653 1817

マリーナ護岸 107,880 m
3

165

2109 2157

道路護岸 31,984 m
3

49

1599 1623

公共用地 16,372 m
3

25

ブロック製作

855 924

被覆ブロック 標準 2,806 個 69

925 934

法肩用 276 個 10

456 555

底版ブロック 545 個 132

556 670

直立消波ブロック 363 個 100

■浦添市土地開発公社

埋立工

埋立工 1516

593

813 1025 1026 1423 1453 1716

2096

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 67 8 9 10 11 121 2 3 4 5 65 6 7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6
備考

　施　設　名 延長・数量 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 9

完成断面

工　　　　種 必要
日数

1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次 4　　年　　次 5　　年　　次 6　　年　　次

7 8 9 10 11 12 10 11 121 2 3 4

暫定断面

8 9 10 11 122 3 4 5 6 78 9 10 11 12 12 3 4 5 6 78 9 10 11 12 12 3 4 5 6 78 9 10 11 12 1

4　　年　　次 5　　年　　次 6　　年　　次
備考

　施　設　名 延長・数量 1 2 3 2 3 4 5 6 78 9 10 11 12 1 2 3

工　　　　種 必要
日数

1　　年　　次 2　　年　　次 3　　年　　次

4 5 6 7 4 5 6 78 9 10 11 12 1

中仕切堤築造 埋立工函渠据付  
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6.1.2  施工計画 

 (1) 準備工 

1) 汚濁防止膜工 

本事業においては、工事に伴い発生する濁水の埋立区域外への流出防止対策として、

埋立地周囲護岸を先行概成するとともに、汚濁防止膜を設置することとする。 

汚濁防止膜の展張方法及び展張範囲について、それぞれ、図 6.1.3 及び図 6.1.4 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.3 汚濁防止膜の展張方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.4 汚濁防止膜の展張範囲 



 

 6-6 

2) 作業ヤードの確保 

資材置き場や護岸工事に使用するブロック製作ヤードとして、那覇港浦添ふ頭地区及

び新港ふ頭地区に作業ヤードを確保する。 

作業ヤードの規模・用途及び位置は、表 6.1.2 及び図 6.1.5 に示すとおりである。こ

れらの作業ヤードについては、工事期間を通じて使用する。 

なお、既に整備された場所を使用するため、整備工事は不要である。 

 

表 6.1.2 作業ヤードの規模・用途 

位置 規模 用途 

那覇港浦添ふ頭地区 

（作業ヤード 1） 
約 0.2ha 

撤去後石材の仮置き 

公共残土の仮置き 

那覇港浦添ふ頭地区 

（作業ヤード 2） 
約 2.2ha 

那覇港新港ふ頭地区 

（作業ヤード 3） 
約 6.1ha 

ブロック（被覆・消波等）製作 

浚渫土仮置き 
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図 6.1.5 作業ヤード計画 
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3) 敷鉄板養生及び車両出入口 

既設の臨港道路浦添線の歩道を工事用道路として活用するため敷鉄板で養生を行う。

また、車両出入口には、沿道における粉じん等の対策として、資機材運搬車両等のタイ

ヤに付着した泥、土等の飛散を防止するために、タイヤ洗浄施設を設置する。 

敷鉄板養生及び車両出入口は図 6.1.6 に、車両出入口及びタイヤ洗浄施設の設置断面

は図 6.1.7 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.6 敷鉄板養生及び車両出入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.7 車両出入口及びタイヤ洗浄施設の設置断面 
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 (2) 浚渫工 

浚渫区域は図 6.1.8 に示すとおりである。 

浚渫工では、グラブ浚渫船により泊地・航路の浚渫及びマリーナ護岸の床掘を行う。

また、浚渫により発生する掘削土は、新港ふ頭の作業ヤード 3 に仮置きし、工事全体の

進捗状況に合わせて埋立用材として利用する計画である。 

浚渫面積は約 5.1ha（泊地 約 4.6ha、航路 約 0.5ha）、水深 約 4.5m である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.8 浚渫区域 

 

 

 (3) 護岸工 

護岸標準断面位置図を図 6.1.9 に、護岸標準断面図を図 6.1.10 に示す。 
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図 6.1.9 護岸標準断面位置図 
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【A-A 断面 緑地護岸断面図（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（1） 護岸標準断面図 
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【B-B 断面 マリーナ護岸断面図(1)(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（2） 護岸標準断面図 
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【C-C 断面 マリーナ護岸断面図(2)(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（3） 護岸標準断面図 
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【D-D 断面 マリーナ護岸断面図(3)(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（4） 護岸標準断面図 
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【E-E 断面 道路護岸断面図(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（5） 護岸標準断面図 
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【F-F 断面 防波堤 230ｍ断面図(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（6） 護岸標準断面図 
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【G-G 断面 防波堤 35ｍ断面図(案)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.10（7） 護岸標準断面図 
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 (4) 埋立工 

埋立工では、既存護岸の被覆石撤去、排水施設(函渠)の設置、中仕切堤の造成、埋立

土砂投入、中仕切堤撤去及び砂置換工、現況復旧を行う。 

本事業においては、工事に伴い発生する濁水の埋立区域外への流出防止対策として、

護岸の 1 次施工及び中仕切堤造成により、埋立地周囲護岸を先行的に概成させる。 

なお、埋立面積は約 29.0ha であり、計画地盤高は DL+4.0m、土量は約 93 万ｍ3 を想定

している。 

 

1) 被覆石撤去 

既存護岸の被覆石撤去を行う。 

被覆石撤去位置は図 6.1.11 に、撤去断面は図 6.1.12 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.11 被覆石撤去位置 

 

 

図 6.1.12 撤去断面 
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2) 排水工 

雨水排水のため、排水施設(函渠)を設置する。函渠 1～3 号は既設函渠の排水、函渠 4

号は新たな埋立地内の排水となる。 

工事内容として函渠の設置及び既存護岸の階段ブロックや上部工等の撤去を行う。 

函渠の設置位置及び各函渠の計画排水量は図 6.1.13 に、函渠及び既存護岸の断面は図 

6.1.14 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.13 排水施設(函渠)の設置位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.14 排水施設（函渠）及び既存護岸の断面 
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3) 中仕切堤造成・撤去及び砂置換工 

埋立土砂流出防止のため、埋立土砂投入前に中仕切堤の造成を行う。 

中仕切堤は、埋立完了後に撤去しやすいように袋詰玉石で造成し、中詰材は一部、撤

去した既設護岸の被覆石や捨石を流用する。 

埋立土砂投入後、中仕切堤の撤去及び砂置換工を行う。 

中仕切堤の造成位置は図 6.1.15 に、中仕切堤の断面は図 6.1.16 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.15 中仕切堤の造成位置 

 

 

図 6.1.16 中仕切堤の断面 
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4) 埋立土砂投入 

埋立工事は、外周護岸を先行施工し閉鎖的な水域をつくり、その中へ埋立土砂を投入

することにより、埋立土砂による濁りが外海へ直接拡散しない工法とする。 

この工法に加えて、濁水対策として、降雨等により裸地面から発生する濁水が海域に

流出しないよう、裸地面を転圧締固した上で周囲に盛土を施し、埋立土に濁水を浸透さ

せ、防砂シート及び護岸にてろ過処理を行う。また、海中への石材投入や浚渫等による

水の濁りの影響を低減させるため、施工区域周辺に汚濁防止膜を設置・使用する。 

埋立土砂の撒きだし方法は図 6.1.17 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.17 埋立土砂の撒きだし方法 

 

 

 (5) 資機材の搬入 

本事業において想定される作業ヤード及び資機材運搬車両の走行ルートは図 6.1.18 に

示すとおりである。 

石材、浚渫土、購入砂等は、近隣の港湾施設まで海上搬入を行い、陸揚げ・仮置き後、

ダンプトラックで埋立事業実施区域に搬入する予定である。また、石材の一部、公共残

土は陸路にてダンプトラックで埋立事業実施区域に搬入する予定である。 

搬入ルートは、図 6.1.18 に示すとおりである。 

なお、石材の調達先は県内を想定している。 

 



 

6-22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6.1.18（1） 資機材の搬出入ルート（護岸工） 
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図 6.1.18（2） 資機材の搬出入ルート（埋立工、浚渫工） 
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 (6) 埋立用材及び埋立土量 

埋立用材及び埋立土量については、表 6.1.3 に示すとおりである。 

なお、埋立用材は県内からの調達を想定している。 

 

表 6.1.3 埋立用材及び埋立土量（案） 

用 途 
埋立面積 
（ha） 

合計 
（万m3） 

埋立用材の種類 事業者 

交流厚生用地 約18.7 
約66 

浚渫土 
公共残土 
購入砂 

浦添市土地開発公社 
交通機能用地 約0.8 

交流厚生用地（マリーナ用地） 約 2.9 約 11 

浚渫土 
公共残土 
購入砂 

那 覇 港 管 理 組 合 
緑地 約4.7 約12 

交通機能用地（臨港道路浦添4号線） 約1.5 約3 

公共用地 約0.4 約2 

合計 約29.0 約93 － － 

注：各値は四捨五入をしているため、表内の値の合計値と合計欄の値が一致しない場合がある。 

 

 

 (7) 浚渫・床掘土量 

浚渫・床掘土量については、表 6.1.4 に示すとおりである。 

 

表 6.1.4 浚渫・床掘土量（案） 

土地利用 
面積 

（ha） 

合計 

（万 m3） 
事業者 

浚渫（マリーナ泊地） 約 4.6 
約 28 

那覇港管理組合 
浚渫（マリーナ航路） 約 0.5 

床掘（マリーナ護岸） 約 0.9 約 3 

合計 約 6.0 約 31 
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6.1.3  施工上の諸対策 

 (1) 石材の洗浄 

本事業で使用する石材は、ダンプに積載した状態で、採取場所における散水設備に

よって洗浄を行うことにより、石材に付着している濁りの発生源を抑制する。 

 

 (2) 建設機械の使用 

建設機械の使用にあたっては、大気汚染物質の排出量を抑えるため、建設機械は排出

ガス対策型を導入する。 

 

 (3) 運行計画 

一時期に工事用車両が集中しないように運行計画を調整し、道路交通騒音及び道路交

通振動の低減に努めることとする。 

 

 (4) 施工時間 

工事の実施にあたっては、地域住民の生活環境に配慮して、作業方法、工事工程の調

整を行い、土曜、日曜及び祝日の工事は極力控える工程とする。埋立事業実施区域及び

施工ヤードにおける平日昼間の標準的な工事時間は 8:00 から 17:00 を想定している。 

 

 (5) 廃棄物処理計画 

アスファルト・コンクリート塊については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

及び「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」に基づき

産業廃棄物処理業者に委託し、中間処理施設で破砕処理等を行い、再資源化に努めるこ

ととする。 

廃プラスチック類については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「プラス

チックに係る資源循環の促進等に関する法律」に基づき中間処理施設で再資源化に努め

ることとする。 

鉄くずについては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき再資源化に努め

ることとする。 

 

 (6) 流域下水道 

埋立地の施設から発生する汚水は、流域下水道にて適正に処理することとする。 
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 (7) 雨水排水 

埋立地内の雨水排水は西側及び北側の海域へ排水し、陸域側からの排水は北側の海域

に排水する計画である。 

陸域側の雨水排水については「6.1.2  (4)2) 排水工」に、埋立地の雨水排水は、図 

6.1.19 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：交通機能用地（臨港道路浦添 4 号線）及びマリーナ用地（オレンジ部）からの排

水は西洲護岸側複数箇所から排水する。 

図 6.1.19 埋立地の雨水排水 

 

 (8) 埋蔵文化財等 

埋立事業実施区域及び海域改変区域内で重要と考えられる埋蔵文化財等が発見された

場合は、速やかに浦添市教育委員会に連絡するとともに、発見現場付近の工事を一時中

断するなどの処置を行い、発掘調査で記録保存やその他の適切な対策を講じる。 

 

 (9) 計画検討時の環境への配慮 

環境影響を低減するため、北側の「自然的環境を保全する区域」との距離を確保した。

加えて、緑地等を南北に長く設けて、夕日の西方向への視界が開けるような配置に変更

した。また、周辺地域の修景に努めるため、護岸の一部に自然石を用いることを前提に

検討することとした。 

 

 

排水箇所 

排水箇所 




